
 

平成 21 年６月５日 

 

長岡市震災対策訓練の実施について（案） 

 

１ 目  的 

   中越地震で壊滅的な被害を受け、14集落全てが孤立した山古志地域では、

各集落で自主防災会が結成されるなど防災意識が高まっている。 

   そこで、震災から 5年の節目を迎えるにあたり、全集落の住民を対象と

した防災訓練を実施し、被災経験を生かした地域防災力の強化を図るとと

もに、中山間地域における防災対策を全国に発信することを目的とする。 

 

２ 日 時 

平成 21年 10 月 18 日（日）午前 8時から 

 

３ 会 場 

長岡市山古志地域、山古志支所ほか 

 

４ 避難対象地域 

 山古志地域 14集落 495 世帯、1,429 人（平成 21年 4月 1日現在） 

 

５ 想定 

 10 月 18 日（日）午前 7時 56 分、新潟県中越地方の深さ 13㎞でＭ6.8 の地

震が発生し、この地震により長岡市山古志地域で震度 6 強が観測された。こ

のため、午前 8時 30 分に山古志支所に現地災害対策本部を設置し、全住民に

避難指示を発令。 

 

６ 参加機関 

(1)  地元関係者   地域住民 

(2)  関係防災機関   独立行政法人防災科学技術研究所、ＪＡＸＡ、陸上自

衛隊（要請中）、北陸地方整備局、県消防防災航空隊、

県長岡地域振興局、長岡警察署、新潟大学ほか 

 (3)  長 岡 市  山古志支所、危機管理防災本部、消防本部、消防団山

古志方面隊ほか 

 

７ 訓練内容 

(1)  情報収集・伝達訓練 

資料番号 No.3 



 

(2)  住民避難・安否確認訓練 

(3)  給食・給水訓練 

(4)  ヘリコプターによる救出者の搬送訓練 

(5)  災害監視無人機システムのデモンストレーション（ＪＡＸＡ） 

(6)  無線設備・電源確保用防犯灯のデモンストレーション（新潟大学） 

(7)  起震車による地震体験訓練 

(8)  その他 

 

８ その他 

 訓練当日、実災害及び雨天等の状況により、訓練の全部又は一部を中止あ

るいは変更することもある。 

 

 

担当：長岡市危機管理防災本部 危機管理班  

電話：０２５８－３９－２２６２ 

長岡市山古志支所 地域振興課 地域・防災係 

電話：０２５８－５９－２３３０ 

 
 



平成 21 年 2月 4 日 

地域委員会資料 

 

平成 21 年度 山古志地域ふるさと創生基金事業について 

 

事業計画書 ① 

事 業 名 震災対策訓練関連事業 

事業の目的・内容 

【目的】 

 震災から 4年が経過した現在、各集落で自主防災組織が結成される

など、防災意識が高まりつつある。また、大きな被害を受けた山古志

地域は、その経験を生かし災害に強い地域となる必要がある。 

 震災から 5周年を迎える平成 21 年度は、山古志地域全体での震災

対策訓練等が予定されている。 

 震災対策訓練がよりよいものとなるよう訓練を拡充するとともに、

防災マップ(仮)づくり等をとおして、災害時の集落での避難所や防火

水槽の位置の確認等を行うことにより、防災意識を高め、被災した経

験を生かし、災害に強い地域づくりを推進する。 

 

【内容（案）】 

 ・各集落(地区)で防災に関する集会の開催や防災マップ(仮)の作成

(案) 

 ・震災対策訓練の補助・拡充（住民避難訓練、避難所運営訓練、初

期消火・救護、起震車・ヘリ体験、講演会など） 

事業実施による効果  防災意識の醸成と災害対応能力の強化 

実施スケジュール 
 ・震災対策訓練：平成 21年 10 月の日曜日 

 ・5 月～9月頃 集会の開催及び防災マップ(仮称)の作成(案)等 

備   考  

 

事業計画書 ② 

事 業 名 長岡まつり前夜祭 民謡流しへの参加 

事業の目的・内容 

【目的】 

 昨年、一昨年に引き続き、震災から立ち直り、元気になった山古志

地域の PR と長岡市としての一体感の醸成を図る。 

 

【内容】 

 ・長岡まつり前夜祭民謡流しへの参加 

 ・上記の練習会の開催 

実施スケジュール 

 6 月頃  参加募集開始 

 7 月   民謡流し練習会（2回程度） 

 8 月 1 日 民謡流し当日 

備   考  

 




